
平成 29年 9月 26日 

各  位 

株式会社北洋銀行 

 

 

 

 

創立 100 周年記念「ほっくー基金自然環境フォーラム」を開催します 

 

 北洋銀行は、本年 8月 20日をもって創立 100周年を迎えました。これもひとえに、当行を支えてくだ

さった皆さまのご厚情の賜物であり、役職員一同、心より感謝申しあげます。 

 当行では、CSR活動の取り組みのひとつとして、「ほっくー基金自然環境フォーラム」を下記のとおり

開催します。 

 「ほっくー基金」は、平成 22年に北海道生物多様性保全を目的に設立し、希少動植物保護に取り組む

人々や団体を応援しています。当フォーラムでは、寄付先 4 団体からの活動報告のほか、猛禽類医学研

究所の齊藤慶輔獣医師による基調講演を実施します。 

 北海道の自然の素晴らしさ、そこに息づく命の大切さを実感していただける記念フォーラムとなりま

すので、ぜひご来場ください。 

 当行は、今後も自然環境保全に取り組むとともに、CSR を経営の重要課題と位置づけ、「地域社会への

貢献」に引き続き取り組んでまいります。 

 

記 

 

 開 催 日 時   平成 29年 11月 9日(木) 開場 14:30 開演 15:00 

 場 所   北洋大通センター4階 セミナーホール 

 定 員   先着 120名さま（入場無料・自由席） 

※定員となり次第、申込受付は終了とさせていただきます。ご了承ください。 

 内 容      

 

 

 

 

 

 お申込み・お問い合わせ先  北海道生物多様性保全活動連携支援センター(HoBiCC)  

 TEL：011-218-7811 （平日 10時～17時） 

FAX：011-218-7812  E-Mail：hokku@heco-spc-or.jp 

 

以 上 

＜第1部＞  寄付先４団体による活動報告 ＜第2部＞  基調講演

　●　大沼ラムサール協議会  【演題】 

　●　釧路市動物園 　『絶滅の危機に瀕した猛禽類との共生を目指して』

　●　札幌ワイルドサーモンプロジェクト  【講師】

　●　ユウパリコザクラの会   齊藤 慶輔 獣医師（猛禽類医学研究所）

mailto:hokku@heco-spc-or.jp




【寄付先団体からの報告】
これまで、寄付をさせていただいた団体から活動のご報告をいただきます。
【寄付先団体からの報告】
これまで、寄付をさせていただいた団体から活動のご報告をいただきます。

　ユウパリコザクラの会は、夕張岳を愛し、自然を学び自然の恩恵に感謝する心を育み、かけがえのない自然を未来に引き継ぐことを、
　目的として活動しています。ほっくー基金からの寄付は、夕張岳ヒュッテ建替資金の一部として役立てられました。

ユウパリコザクラの会
　　

　道南の七飯町に位置する大沼は、2012年7月世界的な湿地を守る条約・ラムサール条約の湿地に登録されました。
　ほっくー基金の寄付を受けて、子どもたちで組織する大沼ラムサール隊が、ウシガエルなどの外来生物と生物多様性についての
　勉強会などを行いました。

　道南の七飯町に位置する大沼は、2012年7月世界的な湿地を守る条約・ラムサール条約の湿地に登録されました。
　ほっくー基金の寄付を受けて、子どもたちで組織する大沼ラムサール隊が、ウシガエルなどの外来生物と生物多様性についての
　勉強会などを行いました。

大沼ラムサール協議会

　釧路市動物園では、猛禽類、特にシマフクロウの保護・増殖に取り組んでおり、
　園内には、ほっくー基金からの寄付で作成した「ほっくーゲージ」もあります。また、傷病タンチョウの保護・治療も行っています。
　釧路市動物園では、猛禽類、特にシマフクロウの保護・増殖に取り組んでおり、
　園内には、ほっくー基金からの寄付で作成した「ほっくーゲージ」もあります。また、傷病タンチョウの保護・治療も行っています。

釧路市動物園

　カムバックサーモン運動によって、豊平川には多くのサケが遡上するようになりました。近年の調査で、自然産卵に由来する
　サケ（ワイルドサーモン）が全体の約7割いることがわかっています。
　今後は豊平川生まれの野生サケを優先的に保全していくため、放流数をコントロールする取り組みが行われます。

札幌ワイルドサーモンプロジェクト

主なプログラム

写真提供：NPO法人シマフクロウ・エイド

〈プロフィール〉
日本獣医畜産大学 野生動物学教室卒業。
幼少時代をフランスの田園地帯で過ごし、野生動物と人間の共存を肌で感じた生活を送る。
94年より環境省釧路湿原野生生物保護センターで野生動物専門の獣医師として活動を開始。
2005年に同センターを拠点とする猛禽類医学研究所を設立、その代表を務める。
絶滅の危機に瀕した猛禽類の保護活動の一環として、傷病鳥の治療と野生復帰に努めるのに加え、保全医学の立場から調査研究を行う。
近年、傷病・死亡原因を徹底的に究明し、その予防のための生息環境の改善を「環境治療」と命名し、活動の主軸としている。
著書「野生動物のお医者さん（講談社）」で第57回産経児童出版文化賞を受賞。

基調講演

［講師］ 
齊藤 慶輔 獣医師（猛禽類医学研究所）

『絶滅の危機に瀕した猛禽類との共生を目指して』演  題


